アラブ地域の定期刊行物が構築するネットワークと東南アジアのムスリムの仲介者 : カイロの雑誌『ファトフ』を事例として by 山口 元樹 et al.















































































～一九〇五）に漠然と結びつけられてきたと指摘されている［Laffan 2003, p.9 ］ 。ラッファンは、近代においてアラ
ブ地域のムスリムが抱いていた東南アジア像の変遷を論じる中で、 『ファトフ』など『マナール』以外のアラブ地域の定期刊行物も取り上げている［
Laffan 2007 ］ 。しかし、
この研究が依拠したライデン大学所蔵のオランダ人東洋学者スヌック・フルフローニェ
C. Snouck Hurgronje の定期
刊行物コレクションは、ラッファ が主張するような網羅的なものではない。　
分析の対象が限られていては、アラブ地域の定期刊行物





目するのは、この雑誌における東南アジ ムスリム 執筆者や東南アジアの記事に関する情報源である。こ 東南アジアのムスリムという場合、アラブ地域から 移住者や東南アジア出身であるがアラブ に滞在して 者
・

















Berg 1886, p. 105 ］ 。二〇世紀初頭には、シンガポー
ルに約九〇〇人、インドネシアに約二万八〇〇〇人のアラブ人が居住していたと見積もられる［
Ingram
s 1936, p. 
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アラウィーたちは、高貴な血統によって東南アジアの現地ムスリム社会において高い敬意を受け、伝統的な宗教勢力と強い結びつきを持っていた。その一方、彼らの中にはムスリム社会の改革 必要性を早くから認識する者も多く、定期刊行物の発行やイスラーム教育の近代化とい たイスラーム改革主義運動で大きな役割 果たした。 ビン・アキールは、前述のシンガポール発行のイス ーム系定期刊行物『イマーム』の発行に参加している［
A
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arn 1997, p. 297 ］ 。ビン・アキール












 bin Ṭāhir （一八八二～一九六〇）があげられる。
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うに、東南アジアからアラブ地域に向かう留学生も、インド洋における蒸気船交通の発達によってその数が大幅に増加した［
Laffan 2003, pp. 47-50 ］ 。東南アジア出身者はア
ラブ地域で、 「ジャーウィー（
Jāw







pp. 73-74 ］ 。カイロが東南アジアの学生を引き付けるよう
になった理由としては、彼らがアラブ地域の政治運動に大きな関心を持っていたことやカイロがアラブ地域における近代的な教育・出版活動の中心地であっ ことがあげられる［
R














































帰国した後も、宗教上の規定に関する彼から へ 質問は、 継続的に『マナール』に掲載されてい ［
B
ruinessen 






















































一九二九年に彼が亡くなった後はハティーブが編集も務めた。創刊時 月刊であったがすぐに週刊になり、そ 後一九四〇年代途中から二週間に一回の発行 、最後は再び月刊に戻った［
Jundī 1986, p.6 ］ 。










































































































男性に隷属しているのであれば、その責任はイスラームではなく、オランダ植民地政庁に帰するべきである。また、スヌック・フルフローニェらヨーロッパ人 考え 汎イスラーム主義は 誤った理解に基づいた、彼らの想像の中にだけ存在するものである。 真の汎イスラーム主義の紐帯は、消滅するどころかますます強固になっており ナショナリズムに取って代わられることなどな 。むしろナショナリズム運動は、 「イスラームの民衆間の文化的紐帯（
raw
ābiṭ 














ル』に掲載された東南アジア関係 記事 部分が ァトワーで、報道記事が少ないのとは対照的 ある。このことは、 宗教的な問題により強 関心を持った『マナール』と









読者がいないところ 見つからない」とまで述べている［Jundī 1986, p.20 ］ 。実際に東南アジアでどれほどの部数























































































































































し、その伝統的な社会を批判的 描いたものである。ただし、バーカスィールは、ハドラマウトやアラブ地域だけでなくインドネシアへの関心も持ち続けた。 『ファトフ には、インドネシアのナショナリズム運動の指導者 一人、ストモ
Soetom
o （一八八八～一九三八）を称える彼の詩が二度














































































































































1973, pp. 158-159; N
akam
ura 1977, p.2 ］ 。カハル・ムザッ
キルと異なり、カイロから帰国後も『ファトフ』に寄稿を続けたヌフや『マナール』に多く 記事を執筆したバスユニ・イムランは、インドネシアの主要なイスラーム団体で大きな役割を果たしていない。東南アジアの現地ムスリムの指導的人物がほ んど寄稿しないということは、 『マナール』だけで く『ファトフ』につ ても言える。　
なお、アラブ地域への留学生・留学経験者としては バ























































































シア語やオ 語を理解できたとは考えられず、 『ファトフ』やハティーブと近しい東南アジア出身 留 生が編集に協力していたものと推察される。おわりに　
以上、 『マナール』と比較しながら、 『ファトフ』におけ
る東南アジア側の寄稿者・情報源について検討してきた。まず指摘できるのは、いずれの雑誌 お も、アラブ系住民とアラブ地域への留学生・留学経験者からの寄稿が多いことである。さらに、東南アジア関係の記事で情報源としてしばしばあげられている東南アジアのアラビア語 定期刊行物も、アラブ系住民 よって編集・発行されたものである。また、おそらくカイロに滞在する留学生は、東南アジアで発 されたインドネシア語やオランダ語 定期刊行物などの情報を『ファトフ』に提供していたと考えられ
る。これら二つの高いアラビア語能力を持つグループは、インド洋海上交通で蒸気船が普及し、東南アジアとアラブ地域の間の交流が活発になったことで増加した。アラブ地域の定期刊行物による東南アジアとの間のネットワークは、近代において広域的なコミュニケーションを促進したもう一つ 科学技術である蒸気機関によって、さらに強固なものとなっていった であ 。　
ただし、ここで見過ごすべきではないのは、 『マナール』
でも『ファトフ』でも、主要なイスラーム団体に属する現地ムスリムの指導的人物から 寄稿がほとんど見られない点である。カイロ留学中は『ファトフ』と緊密な関係を持ちながら、インドネシアに帰国後ムハマディヤの主要なメンバーになると寄稿が見られ くなるカハル・ムザッキルは、このことを顕著に示している。したが て、東南アジアのムスリムの間では、現地ムスリムの指導的人物は東南アジア内の問題に専心し、アラブ系住民とアラブ地域への留学生・留学経験者 一部がアラブ地域 の間 仲介者に特化した役割を担っていたものと考えられる。　
もちろん、 これらの指摘については、 『マナール』と『ファ
トフ』以外の東南 ジアに流入したアラブ地域の定期刊行物も検討していく必要がある。これら二つの雑誌で東南アジアのムスリムの頻繁な寄稿者がほとんど重複しないこと
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k 2006 ］ 。
（４）ファトワーとは、公人あるいは私人の依頼に応じて資格







k ［2009 ］は、 『マナール』




を参照。さらに、拙稿からは、二十世紀前半に東南アジアのアラブ人 間で起こっ 論争に関する記事が 『ファトフ』に掲載されたことが分かる ［
Yam
aguchi 2012 ］ 。
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k 2006 ］ 。彼はブルームらと異なり、東南
アジアに関してリダーらアラブ地域側の人物が著し 論説も取り上げている。
（
13） 『マナール』に掲載された東南アジ 関係 ファトワー、記事、論説の分類については、
B
luhm ［1982 ］ 、
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Periodicals of the Arab Region and Southeast Asian Mediators in its 
Network: In the Case of a Cairene Journal, al-Fatḥ
YAMAGUCHI, Motoki
Among the technologies that developed in the modern West, print 
promoted communication on a global scale. In the Muslim world, some Ara-
bic-language periodicals of the Arab region acquired wide readership, even 
in Southeast Asia. Among those periodicals read in Southeast Asia, previous 
studies have examined al-Manār (1898–1940), a famous Islamic reformist 
journal published in Cairo, almost exclusively. They have overlooked, however, 
the influx of many other periodicals of the Arab region into Southeast Asia. 
This article deals with a Cairene Islamic journal, al-Fatḥ (1926–1948), which 
was published by Muḥibb al-Dīn al-Khaṭīb. It examines its contributors and 
other information sources on the Southeast Asian side, comparing them with 
al-Manār. This article elucidates Southeast Asians who acted as mediators 
between the two regions in the network formed by periodicals of the Arab re-gion.
Al-Fatḥ published about 200 articles relating to Southeast Asia, even 
more than those of al-Manār. As for the contributors and information sources 
on the Southeast Asian side, we can point out two things; first, just like al-
Manār, two groups of Southeast Asians became deeply involved with this jour-
nal, that is to say, Southeast Asian Arabs and indigenous Muslims who studied 
or had studied in the Arab region, such as Makkah and Cairo. The numbers 
of both groups increased due to the widespread availability of steamships, 
another technological development of the modern era, in Indian Ocean traf-
fic. Second, we find few contributions from leading figures among Southeast 
Asian indigenous Muslims in al-Fatḥ as well as in al-Manār. Thus, it is suggest-
ed that, within the Southeast Asian Muslim community, leading indigenous 
figures dedicated themselves to internal affairs, while Arabs and some indig-
enous Muslims who stayed or had stayed in the Arab region played specific 
roles mediating between the two regions.
